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1,500 人 会員増強運動

大分県国東半島真玉海岸 　　　　写真と文　田中　積氏（用海校区）

月刊

樹
々
の
緑
が
鮮
や
か
に

吹
く
風
も
爽
や
か
に

万
物
に
気
が
満
ち
る
こ
の
季
節

遠
く
ま
で
続
く
干
潟
に
立
つ
と

な
ぜ
か
霞
に
包
ま
れ
た
心
地
に
な
る

　

４
月
は
入
学
、
就
職

な
ど
新
生
活
が
ス
タ
ー

ト
す
る
季
節
、
い
ろ
い

ろ
な
出
会
い
を
満
開
の

桜
が
見
守
り
ま
す
▼
先

日
、
公
益
財
団
法
人
鳴

尾
会
主
催
の
生
涯
学
習
鳴
尾
大
学
の
入

学
式
に
出
席
い
た
し
ま
し
た
。
▼
鳴
尾

大
学
は
地
域
に
根
差
し
た
高
齢
者
向
け

の
講
座
で
、
自
己
研
鑽
と
健
康
増
進
を

深
め
る
べ
く
、
意
欲
に
燃
え
た
方
々
ば

か
り
で
す
。
高
齢
と
は
い
い
な
が
ら
、

入
学
生
の
ヤ
ル
気
と
パ
ワ
ー
に
驚
き
ま

し
た
。
▼
温
故
知
新
の
言
葉
が
あ
り
ま

す
が
、
古
い
物
事
を
研
究
し
て
新
し
い

知
識
や
見
解
を
開
い
て
ゆ
く
こ
と
は
い

つ
の
時
代
も
一
緒
だ
と
思
い
ま
す
。
▼

鳴
尾
大
学
は
開
講
し
て
40
年
の
歴
史
が

あ
り
、
大
勢
の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
い

ま
す
。
▼
卒
業
生
は
地
域
に
戻
り
、
多

岐
に
わ
た
る
知
識
と
教
養
を
身
に
つ

け
、
高
齢
社
会
の
中
で
充
実
し
た
老
後

を
送
る
た
め
の
糧
と
し
て
生
か
し
て
い

ま
す
。
▼
地
域
の
先
駆
者
と
し
て
地
域

社
会
に
貢
献
さ
れ
て
お
ら
れ
地
域
の
活

性
化
に
繋
が
っ
て
い
て
、
鳴
尾
は
ひ
と

つ
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。▼
試
験
、

面
接
は
省
略
な
の
で
、
安
心
し
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
知
識
と
教
養

を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
鳴
尾
東　

古
結
）
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※
西
宮
市
人
事
異
動
に
つ
い
て

　

林　

廣
樹
〈
地
域
共
生
推
進
課　

主
事
・

　
　
　
　
　
　

老
人
ク
ラ
ブ
担
当
〉

※
新
任
校
区
老
連
会
長
に
つ
い
て

　
安
井
校
区

　
　

塩
川　

彰
会
長
→
荒
木　

透
会
長

　
大
社
校
区

　
　

宮
野　

勲
会
長
→
佐
竹
宗
治
会
長

　
東
山
台
校
区

　
　

田
矢
公
夫
会
長
→
田
中　

清
会
長

※
新
任
部
長
に
つ
い
て

　
体
育
部
部
長

　
　

藤
井　

直
（
瓦
木
校
区
）
→
石
井　

智

　
　
（
香
櫨
園
校
区
）

※
事
務
局
人
事
異
動
に
つ
い
て

　
　

東
口
静
海
（
６
月
末
日
ま
で
）
→
植
田

　
　

勲
（
４
月
１
日
付
）

※
西
宮
市
保
健
所
か
ら
「
出
前
健
康
講
座
」

　
の
ご
案
内

【
議
案
事
項
】

⒈
本
部
の
部
長
選
任
お
よ
び
承
認
等
に
つい
て

　

体
育
部　

石
井　

智
（
香
櫨
園
校
区
）

⒉
平
成
29
年
度
決
算
書
（
案
）
お
よ
び
平
成

　

30
年
度
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

⒊
阪
神
南
ブ
ロッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

　
の
報
告
お
よ
び
30
年
度
役
割
分
担
に
つい
て

【
報
告
事
項
】

〈
広
報
部
〉

•
月
刊
い
ぶ
き
第
2
1
7
号
（
4
月
号
）
送

　

付
済
み

•
Ｌ
版
い
ぶ
き
第
65
号
（
6
月
号
）
原
稿
依

　

頼
（
原
稿
締
切
：
5
月
9 

日
㈬
）

〈
文
化
教
養
部
〉

•
委
員
会
の
開
催
案
内

　

5
月
24
日
㈭
午
後
1
時
30
分

•
囲
碁
教
室
の
開
催

　

5
月
10
日
～
7
月
26
日
の
月
・
木
曜
日

•
カ
ラ
オ
ケ
教
室
の
開
催

　

6
月
1
日
、
8
日
、
15
日
（
各
㈮
）

〈
体
育
部
〉

•
委
員
会
の
開
催
案
内

　

5
月
7
日
㈪
午
後
1
時
30
分

•
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催

　

5
月
18
日
㈮

　
（
一
般
申
込
締
切
：
4
月
25
日
㈬
）

〈
女
性
部
〉

•
委
員
会
の
開
催

　

6
月
6
日
㈬
午
後
1
時
30
分  

〈
事
務
局
〉

•
こ
と
ぶ
き
研
修
バ
ス
（
10
月
）
の
割
当

•
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
べ
ん
り
帳（
小
松
校
区
）

　

に
つ
い
て

※
次
回
定
例
理
事
会　

5
月
9
日
㈬

　

三
役
会
：
午
前
10
時

　

理
事
会
：
午
後
1
時
30
分

　

西
宮
市
と
の
協
議
：
午
後
3
時

※ 5 月10日〜 7 月26日の月・木曜…囲碁教室 9：30

9 日㈬ 三役会　 10：00

24 日㈭ 文化教養部委員会 13：30
30 日㈬ 市老連社員総会・表彰式

（フレンテホール）
13：00

18 日㈮
予備日：25日㈮

グラウンド・ゴルフ大会
（大阪ガス今津総合グラウンド）

9：00

5 月 7 日㈪ 体育部委員会 13：30

理事会 13：30
西宮市との定例会 15：00

13 日㈬ 三役会　 10：00
6 日㈬ 女性部委員会 13：30

20 日㈬ 広報部委員会 13：30
27 日㈬ 新任会長・中堅リーダー研修会 13：30

15 日㈮ たのしい体力測定
（大阪ガス今津総合グラウンド体育館）

9：30、12：30

6 月1日・8日・15日（各金）
カラオケ教室 13：00

理事会 13：30
プロジェクト会議 15：00

市
老
連
理
事
会 

4
／
11

日　　時：毎月第 1火曜日の午後
場　　所：西宮市立福祉会館 2階
会　　費：500 円（月額）
入 会 金：500 円
問合せ先：中村　一枝
　　　　　☎ 0798-35-0461

日　　時：毎月2回、木曜日の午後
場　　所：西宮市立福祉会館 2階
会　　費：500 円（月額）
入 会 金：なし
問合せ先：秋山　政男
　　　　　☎ 0798-22-8361

カラオケサークル
「花謡会」

通信カラオケサークル
「カラオケ同好会」

5
・
6
月
の
行
事
予
定
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去
る
2
月
に
、
恒
例
と
な
っ
て
お
り

ま
す
餅
つ
き
大
会
を
神
呪
会
館
に
て
開

催
し
ま
し
た
。
老
若
問
わ
ず
70
名
の
参

加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
は
低
学

年
が
多
く
元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。
10
時

頃
よ
り
威
勢
の
い
い
掛
け
声
と
と
も
に

始
ま
り
ま
し
た
。
重
い
杵
を
持
ち
上
げ

て
搗
き
、
軟
ら
か
い
出
来
た
て
の
お
餅

を
、
ぜ
ん
ざ
い
、
き
な
粉
、
大
根
お
ろ

し
等
で
食
し
て
皆
さ
ん
満
腹
、
満
悦
で

し
た
。
ま
た
搗
き
た
て
の
お
餅
を
自
分

た
ち
で
器
用
に
丸
め
て
お
土
産
と
し
て

持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
餅
つ
き
を
す
る
家
庭
が
少
な

く
な
り
搗
き
た
て
の
餅
を
口
に
す
る
こ

と
が
な
く
、
美
味
し
い
と
皆
さ
ん
何
回

も
お
か
わ
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

毎
回
（
公
財
）
西
宮
市
国
際
交
流
協

会
の
外
国
人
留
学
生
（
中
国
、
パ
キ
ス

タ
ン
他
）
の
参
加
が
あ
り
、
今
回
6
名

が
餅
つ
き
体
験
を
し
ま
し
た
。
出
来
た

て
の
餅
を
自
分
た
ち
で
丸
め
て
ほ
お
ば

り
、
美
味
し
い
と
好
評
で
お
土
産
と
し

て
も
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

和
気
あ
い
あ
い
と
お
し
ゃ
べ
り
を
し

な
が
ら
の
一
日
で
し
た
。
近
隣
と
話
す

機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
昨
今
、
遠

く
の
親
戚
よ
り
近
く
の
他
人
と
申
し
ま

す
。
隣
り
近
所
と
の
絆
を
大
切
に
し
て

会
話
の
場
を
作
り
、
こ
れ
か
ら
も
交
流

を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

甲
東
校
区

　
会
長
　
中
務
　
嘉
郎

三
世
代
交
流
餅
つ
き
大
会

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

校
区
会
長
便
り　
№
53

　

今
、
鉄
タ
ビ
（
鉄
道
旅
行
）
の
ブ
ー

ム
と
い
っ
て
よ
い
か
も
知
れ
な
い
。
こ

の
ブ
ー
ム
を
支
え
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
の
は
、
青
春
18
き
っ
ぷ
の
ほ
か
Ｊ
Ｒ

が
宣
伝
す
る
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部
か
も
し

れ
な
い
。
こ
の
倶
楽
部
の
入
会
の
資
格

は
、
個
人
会
員
は
男
性
満
65
歳
以
上
・

女
性
満
60
歳
以
上
（
年
会
費
３
７
７
０

円
）、
夫
婦
会
員
は
ど
ち
ら
か
が
満
65

歳
以
上
（
年
会
費
６
２
９
０
円
）
で
あ

れ
ば
良
い
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
ジ
パ
ン
グ
を
利
用
す
れ
ば
、
大

体
運
賃
料
金
は
３
割
引
き
と
な
る
。
例

え
ば
大
阪
か
ら
東
京
へ
は
特
急
料
金
を

含
め
、
約
１
万
４
０
０
０
円
必
要
だ

が
、
３
割
引
き
で
は
約
９
９
０
０
円
と

４
０
０
０
円
ほ
ど
安
く
な
る
計
算
だ
。

　

い
ま
、旅
の
目
的
に
は
種
々
あ
る
が
、

単
に
﹁
人
生
の
旅
﹂
で
な
く
﹁
万
里
の

道
は
万
巻
の
書
を
読
む
が
如
く
﹂
と
旅

の
中
か
ら
人
生
の
糧
を
得
た
い
も
の
で

あ
る
。

　

さ
ら
に
、
紀
行
作
家
・
宮
脇
俊
三
氏

の
著
書
﹁
終
着
駅
は
始
発
駅
﹂
の
よ
う

に
、
人
生
を
前
向
き
に
明
る
く
生
き
た

い
も
の
で
あ
る
。

　
﹁
青
春
18
き
っ
ぷ
﹂
や
﹁
ジ
パ
ン
グ

倶
楽
部
﹂
は
き
っ
と
﹁
鉄
タ
ビ
﹂
人
間

を
応
援
し
て
く
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

鉄
タ
ビ
で
賢
く

前
向
き
の
人
生
を

甲
陽
園
校
区

　
田
中
　
利
美

北
夙
川
校
区
　
北
楽
友
会

河
瀬
喜
和
子

河
川
敷
さ
く
ら
ふ
ぶ
き
に
傘
の
花

　

ア
ッ
と
見
る
間ま

に
み
ど
り
葉
目
覚
め

青
空
に
野
田
ふ
じ
早
く
も
目
を
さ
ま
し

　

見
上
げ
て
ま
ぶ
し
こ
こ
ち
よ
い
風
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町
の
中
心
下
山
口
地
区
に
は
木
の
祖

神
久
久
能
智
神
（
く
く
の
ち
の
か
み
）

が
御
祭
神
で
、
延
喜
式
内
社
の
公
智
神

社
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
秋
に
は
山
口
町

各
地
区
か
ら
7
基
の
だ
ん
じ
り
が
集
結

し
、
鉦
や
太
鼓
の
囃
子
も
賑
や
か
に
宮

入
が
始
ま
り
ま
す
。
獅
子
の
4
種
の
舞

も
参
加
し
て
の
大
祭
が
催
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
西
宮
市
の
最
北
部
に
位
置
す
る

名な
ら
い来
神
社
で
は
年
に
3
回
の
大
祭
が
あ

り
、
春
・
夏
の
大
祭
、
お
正
月
に
は
歳

旦
祭
が
挙
行
さ
れ
ま
す
。

　

南
部
地
区
に
は
山
口
町
郷
土
資
料
館

が
あ
り
、
歴
史
・
文
化
・
伝
統
産
業
の

和
紙
・
竹
細
工
・
寒
天
作
り
を
紹
介
し
、

祭
り
に
運
行
さ
れ
る
﹁
だ
ん
じ
り
﹂
を

展
示
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
宝
塚
方
面

に
向
か
え
ば
、
丸
山
稲
荷
神
社
と
昭
和

52
年
に
完
成
し
た
西
宮
市
北
部
の
水
が

め
に
な
っ
て
い
る
金
仙
寺
湖
が
あ
り
ま

す
。

　

最
後
に
西
部
地
区
に
は
す
み
れ
台
、

中
野
、
香
花
園
地
区
住
宅
が
有
馬
温
泉

へ
と
続
い
て
い
ま
す
。

　

東
山
台
老
人
ク
ラ
ブ
は
別
称
ナ
シ
オ

ン
ク
ラ
ブ
と
呼
ば
れ
、
地
域
の
人
た
ち

に
浸
透
し
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ナ
シ

オ
ン
は
名
塩
と
ナ
イ
ス
ネ
イ
シ
ョ
ン
を

も
じ
っ
た
愛
称
で
す
。
街
び
ら
き
し
て

26
年
が
過
ぎ
、
老
人
ク
ラ
ブ
も
結
成
さ

れ
て
20
年
の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。
会

員
の
平
均
年
齢
も
年
々
上
が
っ
て
現
在

は
78
歳
に
な
り
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
を
い
か
に
活
性
化
し
て

い
く
か
は
永
遠
の
テ
ー
マ
で
す
が
、
や

は
り
魅
力
の
あ
る
ク
ラ
ブ
活
動
に
よ
っ

て
、
仲
間
を
少
し
で
も
増
や
し
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
理
念

で
あ
る
健
康
、
友
愛
、
奉
仕
の
キ
ー
ワ

ー
ド
か
ら
我
々
は
、
①
健
康
づ
く
り
②

生
き
が
い
づ
く
り
③
仲
間
づ
く
り
④
地

域
づ
く
り
の
４
項
目
を
具
体
的
な
ク
ラ

ブ
活
動
や
催
事
に
よ
っ
て
実
現
し
て
い

こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
新
し
く
立
ち
上
げ
た
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
、
青
春
18
き
っ
ぷ
小
旅
行
、
太
極

拳
、
健
康
麻
雀
な
ど
の
ク
ラ
ブ
は
、
目

新
し
さ
も
あ
っ
て
比
較
的
若
手
老
人
の

会
員
加
入
が
あ
り
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
活

動
に
参
加
さ
れ
て
い
な
い
会
員
の
た
め

に
も
花
見
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

皆
で
歌
や
踊
り
を
楽
し
み
、
輪
投
げ

や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
賞
に
、
催
し
も
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　

毎
月
の
広
報
紙﹁
ナ
シ
オ
ン
ク
ラ
ブ
﹂

に
よ
っ
て
活
動
の
成
果
を
確
か
な
も
の

に
し
て
い
ま
す
。

街
道
、
歴
史
、
里
山
が
温
か
く

迎
え
て
く
れ
る
ま
ち

山
口
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
　
前
田
　
勝
年公智神社　秋祭り

花見会

老
人
ク
ラ
ブ
活
性
化
に
つ
い
て

東
山
台
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

ナ
シ
オ
ン
ク
ラ
ブ

会
長
　
田
矢
　
公
夫

寒
暖
の
差
が
激
し
か
っ
た
こ
の
春
。

皆
さ
ま
体
調
は
い
か
が
で
す
か
。

新
緑
も
美
し
く
、
身
体
を
動
か
す
に
は
最
適
な

季
節
を
迎
え
ま
し
た
が
、
汗
対
策
を
忘
れ
な
い
で

水
分
を
こ
ま
め
に
摂
り
ま
し
ょ
う
。

強
い
紫
外
線
は
身
体
を
疲
れ
さ
せ
ま
す
。

気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。


